
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 7. 本佐倉城跡保存整備事業

5. 社会教育費

2. 文化財保護費 文化課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 2,183 5,501 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

7,684 7,684

1,492 1,492

  国史跡本佐倉城跡（平成10年9月12日指定）の保存整 史跡内の維持管理を行う。 国史跡の適正な保存が図れ、国民共有の財産である文化

備を行う。 整備検討委員会で整備計画について検討する。 財の保護・継承及び活用に資する。

  史跡内の維持管理を行うとともに、酒々井町と共同で設置した整備検

討委員会において整備計画について検討する。

事業計画が長期にわたり、また史跡範囲が酒々井 基本設計を基にした実施設計の経費および復元建 整備検討委員会・建築部会・実施設計の経費は、

町にまたがるため、連絡・調整を密にすることが必要である。 物の検討を行う建築部会の運営費を計上した。さらに整備検討委員会に 佐倉市・酒々井町の史跡面積比に基づく負担金である。

おいて必要性を指摘された便益施設を設置するために必要な土地の購入 平成23年度と同様に酒々井町の整備進捗状況に合わせて、史跡整備を一

費も計上している。 時休止している

11 60 60 0

13 1,393 1,540 △147

19 39 583 △544

差引一般財源 7,684 1,492 2,183 △691


